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熟した Haskaop の実を収穫するのに、振動法および枝剪定法は困難である。真空吸引法

（vacuum suction）が最も妥当であると考えられる。Vacuum ｃleaner を改造して真空吸引法を試し

た。しかしながら、ノズルの流速が 25 m/s の時でも、空気流速だけで、熟した実を枝からはずすのは

無理であった。したがって物理的な補助具(くま手)を開発する必要がある。 
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Summary 
 

Vibration method or pruning method were not feasible for harvesting mature haskaop berries but a 
vacuum suction method would be the most feasible.  The vacuum suction method was applied 
modifying a vacuum cleaner.  However, even when the air flow velocity at the nozzle port was 25 
ms-1, it was not possible by the air flow alone to remove the mature haskaop berries from the 
branches. Hence, the development of a physical and assistant tool (a rake) is required. 
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ハスカップの学名はクロノウグイスカグラである。

アイヌ語で Haskaop といい、北海道ではこの名

がよく知られている。西洋では Hanny berry とい

う。 
この果実は 6 月から 7 月に黒紫に熟し、長さ

1 センチの楕円形になる。実はビタミン・鉄分・カ

ルシウムを豊にたくわえ、独自の甘酸っぱい味

と香りを持っている。 
 火山灰の中を生き抜いた白い花、黒紫色の

実、酸味が強く自然の殺菌力を持ちビタミン C
が 100ｇ中 50ｍｇ、カルシウム、鉄分も含まれて

おり、メロン、ブドウをはるかにしのぐ量である。 

強心効果のある成分も含まれており、心臓の弱

い人や貧血、冷え症の人などに薬効があり、こ

れは、ビタミン C の働きによるものである。ハスカ

ップはアントシアニンを多く含む。アントシアニン

には眼の老化や疲れ目を予防・改善する効果

があり、いくつかの種類がある。その中でも最も

酸化作用が強いのはシアニジンという成分であ

る。シアニジンは眼に直接作用する成分として

知られ、抗酸化作用が強く、ビタミンEや食品添

加物の抗酸化剤をも上回る。ハスカップに含ま

れるシアニジンの成分は、ブルーベリーの 10 倍

とも言われている。 
 現在、このハスカップの収穫は全く図１のよう

に人力(人手)によっている。この理由は、熟した

実がつぶれ易いことによる。人力の収穫は実が

小さいため能率が上がらない。かつ背の低いか

ん木では腰を曲げる作業になるため、長時間の

作業は苦痛である。ここでは、ハスカップの機械

収穫の可能性を検討する。 
 

2.  
 
2.1.  
りんごの収穫で行われているように、主幹を強

力に振動させて、熟した実を落下させる可能性

を検討した。Haskaop は図 2 のように、主幹とい

Table 1  Air velocity at nozzle port of vacuum cleaner. 
 

Power 
kW  

Air velocity
ms-1  

1  14.2～15.2 
1.5  25.4～26.0 

 

Fig. 1  Conventional harvest of haskaop berries 
by hand.  
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うものがなく地表から数多くの小枝がでている。

したがって、これら全体の小枝を均一に振動さ

せるのは難しい。したがって振動法による収穫

は困難である。 
 
2.2.  
Haskaop の実と先端の小枝を一緒に剪定して

収穫して、これらを急速冷凍する。その後、小

枝から、Haskaop の実を冷凍状態で取り外す方

法が考えられえる。しかし図１のように Haskaop
の実は木の外側にのみ結実するのではなく、木

の中にも結実している。このため機械で、外側

の小枝を剪定するだけでは、収穫洩れが大量

にでる。したがって、枝剪定法による収穫法は

無理である。 
 

2.3.  
以上の結果から、熟した実を真空空気流(掃

除機、vacuum cleaner を改修する)で吸引して

収穫するのが最も妥当と考える。 
 

 

Fig. 2  Stems of haskaop.  Many small stems come out from 
ground. 

Fig. 3  Harvesting by a vacuum cleaner.
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3.  
 
図 3 に示すように吸引法（vacuum cleaner）で

実際に Haskaop の実を収穫してみた。Vacuum 
ｃleaner は１ kW と 1.5 kW の二種類を用いてみ

た。図のノズルの流速はそれぞれ約 15 m/s およ

び 25 ｍ/s であった(表 1)。 
この結果、流速 25 m/s の時（1.5 kW）でも、空

気流速だけで、熟した実を枝からはずすのは無

理であった。したがって物理的な補助具(熊手)
を開発する必要があることがわかった(図 4)。 
これがあれば熟した実をかるく触れるだけで枝

からはずれ、後は吸引することができる。この熊

手があればノズル流速は 15 m/ｓ（1 kW）で充分

と考えられる。 
 
4.  
 

熟した Haskaop の実を収穫するのに、振動

法および枝剪定法は困難である。真空吸引法

（vacuum cleaner）が最も妥当であると考えら

れる。Vacuum ｃleaner を試したところ、ノズル

の流速が 25 m/s の時でも、空気流速だけで、

熟した実を枝からはずすのは無理であった。

したがって物理的な補助具(熊手)を開発する

必要があることがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4  An experimental rake.  




